
　

＜知的障害のある児童生徒の教育を行う場合＞　食に関する指導の全体計画①

【第３次食育推進基本計画】
・朝食を欠食する子の割合　０％

【第３次広島県食育推進計画】
・１日の食塩摂取量の減少
・１日の野菜摂取量の増加
・毎日朝食を食べる県民の割合の増加

【児童生徒の実態】
・朝ごはんを毎日食べる児童生徒　85％
・肥満傾向児童生徒　15％
【保護者・地域の実態】
・朝ごはんを毎日食べる　75％

　　食育の視点
◇食事の重要性
◇心身の健康
◇食品を選択する能力
◇感謝の心
◇社会性
◇食文化

　　　　　　　　　　　　　食に関する指導の目標
（知識・技能）
　心身の健康保持増進の上で，望ましい食事の取り方を理解し，自ら管理していく能力を身に付ける。
（思考力・判断力・表現力等）
　楽しい食事のあり方について考え，食事を通して人とコミュニケーションを取ることができる。
（学びに向かう力・人間性等）
　食べ物を大切にし，食べ物の生産に関わる人々へ感謝の気持ちを表現しようとする態度を身に付ける。

　　　　　　学校教育目標
「児童生徒一人一人の能力や可能性を伸ばし，自立と社会参
加を実現する」
＜目指す児童生徒像＞主体的に学び，人と社会につながることがで
きる児童生徒
＜小学部＞自ら思いを表現し，身近な人と社会につながることがで
きる。
＜中学部＞自ら思いや考えを伝え，集団の中で互いを認め合うこと
ができる。
＜高等部＞自ら考え，判断，行動し，社会の中で人と協議すること
ができる。
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　食育推進の評価
・活動指標：食に関する指導，学校給食の管理，連携・調整
・成果指標：児童生徒の実態，保護者・地域の実態

中学部
（知）食事と健康はつながり
があることを理解し，バラン
スよく食べることができる。
（思）食事のマナーや決まり
を理解し，行動することがで
きる。
（学）望ましい食習慣を知
り，進んで実行しようとする
ことができる。

小学部
（知）食べ物に興味・関心をもち，健康
を保つために毎日の食事にはいろいろな
食品が使われていることが分かる。
（思）たくさんの食品に触れる経験を通
して，初めてのことに挑戦することがで
きる。
（学）食前食後の挨拶をすることで，食
に関しての感謝の気持ちを表現しようと
する態度を身に付けることができる。

（知）栄養バランスのとれた食事の大切さ
を理解し，様々な食品の中から有用なもの
を選択することができる。
（思）食事を楽しむための食事マナーにつ
いて理解し，仲間と協力して食事の環境を
整えることができる。
（学）食品の流通に関心をもち，食に関わ
る様々な人々に感謝することができる。
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入学前の目標や連携
に関する方針を記述

卒業後の目標や連携
に関する方針を記述寄宿舎

バランスのよい食事について理解し，健康的な食生活についての知識や技能を身に付ける。食事のマナーを守り，楽しく食事をする
ことができる。毎日の食事の重要性について理解し，食に関わる人々に感謝する態度を身に付けることができる。
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食育推進組織（学校保健委員会）

委員長：校長

委員：教頭・総括事務長・学部主事・保健主事・養護教諭・看護師・保健安全部教職員・栄養教諭・学校医・保護者代表等

食に関する指導

教科等における食に関する指導：関連する教科等において食に関する指導の観点を位置付けて指導

社会，理科，生活，家庭，体育，道徳，総合的な学習の時間，自立活動，各教科を合わせて行う指導

給食の時間における食に関する指導： 食に関する指導：献立を通して学習，教科等で学習したことを確認

給食指導：準備から片付けまでの一連の指導の中で習得

個別的な相談指導：肥満・やせ傾向，食物アレルギー，疾患，偏食

個別の指導計画，個別の教育支援計画，個別の栄養相談（児童生徒，保護者）

地場産物の活用

地場産物の校内放送等，給食時の指導充実，教科等の学習や体験活動との関連を図る。

自立活動や作業学習との関連，委託業者や納入業者との交流

作業学習やクラス等で育てた野菜の給食への活用と校内掲示

家庭・地域・事業所等との連携

学校だより，給食だより，保健だより，学校給食試食会，学校保健委員会，ケア会議，支援会議，事業所等連絡会，連絡帳，

懇談会等

学校運営協議会，積極的な情報発信，ホームページへの掲載等

寄宿舎との連携

１日を通しての一貫した指導支援，寄宿舎献立の発行，お誕生日献立，行事食，日常生活の体験（おやつ作り，食事作り等）


